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令和５年度「運動部活動方針」
実践推進事業
優良事例発表会

令和６年２月15日

「生徒の目標設定と課題解決を軸にした部活動と
合理的でかつ効率的・効果的な活動実践」

総社市立総社西中学校 卓球部

総社市立総社西中学校
教諭 神山 大樹
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本日の発表内容

１．学校概要

２．研究の目的

３．取組内容

４．成果と課題

５．提案等

６．まとめ
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１ 学校概要

【所在地】
総社駅から徒歩５分。
総社市街地の中心部に
位置している。

【生徒数】
１年生 ２６１名 ７クラス
２年生 ２４４名 ７クラス
３年生 ２５９名 ７クラス
うち特別支援学級 ２９名 ５クラス
全校生徒 ７６４名 3

１ 学校概要

【卓球部の活動状況（部員数）】
３年生 １７名（男子１１名 女子 ６名）
２年生 ２７名（男子１６名 女子１１名）
１年生 １８名（男子 ９名 女子 ９名）
合計 ６２名（男子３６名 女子２６名）
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１ 学校概要

【卓球部の活動状況（直近２年間の実績）】
（R3年度）
県総体 団体戦ベスト８（女子）

個人戦出場（男子１人、女子３人）
県秋季 団体戦３位（女子）

個人戦出場（男子１人、女子４人）

（R4年度）
県総体 団体戦ベスト８（女子）

個人戦出場（男子１人、女子４人）
県秋季 団体戦出場（男女とも）

個人戦出場（男子５人、女子２人）5

２ 研究の目的

【現状と課題】
〇 目標設定：夏まで…中国大会出場（男子団体）

県大会ベスト８（女子団体）
各自、個人戦の目標も設定。

初心者・中級者・上級者が目標を達成するための
合理的な練習計画を立てるようにしたい。

〇 練習の成果を発揮し、新たな課題を得て、他県の
選手やチームの視察をする場として遠征を行う。

● 活動場所に卓球台を出せる台が、人数の割には少
ない。いかに効率よく卓球台で練習を行い、技術力
の向上を図るかが課題。

● 効果的な練習方法や指導法を学び、チームや個人
の課題を明確にとらえる機会が不足している。 6
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２ 研究の目的

【達成目標】
○ チーム目標（団体戦）、個人目標（個人戦）の達成。
⇒ 目標設定：①８月の新チーム結成時

②１月の５か月間の振り返りと再設定
⇒ 半数以上の生徒が目標達成できるように。

（目標の話し合い、目標シートへの記入）
○ 目標を達成するための練習計画
（何をどれくらいできるようになるか）
を考え、その計画に沿って練習を進める。
（個人思考と集団思考、卓球マシン）

○ 講習会を通して指導法を学び、
顧問の指導力の向上を図る。
生徒は講習会から学び、練習に生かす

7

２ 研究の目的

【達成目標】
○ 県外視察・遠征を通して、最大限の能力を発揮

できるようにし、練習の成果や課題を得て、次の
練習方法や注意点を自ら考えることができるよう
にする。

（香川県丸亀オープン中学生卓球大会への参加）

○ 生徒、保護者への意識調査を、やりがい・満足
度・技術の向上度等の視点から行う。
（アンケート調査）
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【研究計画】

9

研究の流れ 各項目における目標

① 目標設定①
【R4.１月、R5.８月】

生徒自らが目標を設定し、達
成までの見通しをもたせる

② 事前アンケート（生徒）
【６月】

よりよい部活動実践にしてい
くための手がかりとする

③ 卓球マシンの導入
【６月～３月】

設定した目標と課題意識に応
じて、練習を実践する

④ 総体の戦績【６～７月】 これまでの成果を確認し、新
たな課題を把握する

⑤ 講習会の実施①【７月】 チーム状況や個々の課題に応
じて技術を向上させ、今後半
年間の課題を明示してもらう

⑥ 練習法・指導法の再考・実
践【７～12月】

目標達成に向けて、練習方
法・指導法を再考案する

【研究計画】

10

研究の流れ 各項目における目標

⑦ 秋季大会の戦績【９～11月】 これまでの成果を確認し、新た
な課題を把握する

⑧ 県外視察・遠征【１月】 最大限の力を発揮できるように
し、試合の内容や結果から成果
や課題を明らかにする

⑨ 目標設定②【１月】 半年間の成果と課題を振り返り、
目標や練習計画の再設定をする

⑩ 講習会の実施② 半年間の練習の成果を評価して
もらい、さらに技術を向上させ、
新たな課題を明示してもらう

⑪ 練習法・指導法の再考・実践
【１月～】

新たな課題の克服に向けて、練
習方法・指導法を再考案する

⑫ 事後アンケート（生徒・保護
者）【１月下旬～２月上旬】

これまでの取り組みを振り返り、
成果と課題を明らかにする。そ
れを認知し、次に生かす。
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３ 取組内容
① 目標設定①
【目標の話し合い】
男女共通の「こんなチームになりたい」という目標を
考えることで、主体的に部活動に取り組めるようにす
る。また、団体戦の結果の目標を話し合って決めるこ
とで、男子・女子それぞれが目指す最終目標を決め、
達成するためにすることを共通認識させる。

【目標シートの記入】
・話し合いで決まったことを書かせ、自覚を持たせる。
・個人戦の目標とそれを達成するために自分が

することやできるようになりたいこと書かせ、
自覚を持たせる。

11

３ 取組内容
① 目標設定① 【目標シートの例】

12
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３ 取組内容
② 事前アンケート（生徒）
【事前アンケートの内容と結果】
１．自分は良い取り組み方ができる。…75％が肯定的

２．必要な努力をつぎ込んだならほとんどの問題を
解決することができる。…57％が肯定的

３．目標を達成するために、必要な取り組み方を
設定できる。…60％が肯定的

４．取り組み方を工夫する力やそのための知識を
持っている。…50％が肯定的

５．自分が立てた目標は達成できる。…72％が肯定的
13

３ 取組内容
② 事前アンケート（生徒）
【事前アンケートの内容と結果】
６．たいていの課題はうまくできる。…60％が肯定的

７．難しくて最初はうまくできない課題も、
練習をすればできる。…86％が肯定的

８．うまくできない課題でも効果的に対処することが
できる。…51％が肯定的

９．目標を達成することは私にとって簡単である。
…12％が肯定的、53％が否定的、中間が34％

10．問題に直面した時、いくつかの解決法を
いつも思いつくことができる。…45％が肯定的

14
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３ 取組内容
③ 卓球マシン（２台）の導入【実践の様子】

15

３ 取組内容
④ 総体の戦績
〈備南東地区総体〉
男子 団体…３位 個人…５人が県大会出場
女子 団体…９位 個人…２人が県大会出場

〈県総体〉
男子 団体…ベスト８
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３ 取組内容
⑤ 講習会の実施①
【アンドロジャパン 濵川明史氏による講習会】
（濵川氏はオリンピックのメダリスト・水谷隼氏に

勝利した実績のある実力者。数多くの講習実施）
・上級者を対象にした講習会（男女各８人）

：全体指導、個別指導中心
・中級～下級者を対象にした講習会（40人前後）

：全体指導、グループ指導中心

17

３ 取組内容

18
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３ 取組内容
⑥ 練習法・指導法の再考・実践
【練習法】濵川氏に教わったコツの共有・実施
アンドロのYouTubeチャンネルにある技術動画を視聴。
その後、視聴した動画から学んだコツを意識して、技
術を実践。

19

３ 取組内容
⑥ 練習法・指導法の再考・実践
【指導法】
顧問は濵川氏から学んだことを、日々の練習メニュー
に組み込んだり、部員に意識付けしたりする。
（例）
・１年生は続ける練習：往復100回以上目標に。
・２年生は三球目の精度を上げる。パターンを増やす。
・決まったコースの練習ではミスをしない意識。
・三球目以降は、ミスをしないことよりも、

ミスしていい内容を考えて練習。
⇒上回転はネットミス○、下回転はオーバーミス○

・試合では、自分に何か課題をつけて試合をする。
そうすると、試合内容が良くなる。

20
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３ 取組内容
⑥ 練習法・指導法の再考・実践
【指導法】試合・練習試合の度に言う⇒やがて定着

21

３ 取組内容
⑥ 練習法・指導法の再考・実践
【指導法】試合記録シートの活用～課題意識の向上～
・練習試合、大会で必ず使用。
・１試合ごとに良かった点、反省点、今後の課題など

を書く。相手選手の情報分析にも使える。
・顧問がチェック→返却→ファイルにとじて管理

22
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３ 取組内容
⑦ 秋季大会の戦績
〈備南東地区新人戦〉
男子 団体…準優勝 個人…６人が県大会出場
女子 団体…県出場ならず 個人…２人が県大会出場

〈県秋季大会〉
男子 団体…準優勝

23

３ 取組内容
⑧ 県外視察・遠征 【大会に向けての練習計画】

24
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３ 取組内容
⑧ 県外視察・遠征
【香川県丸亀オープン卓球大会（団体戦）への参加】
男子Aチーム：準優勝 女子Aチーム：３位

25

３ 取組内容
⑧ 県外視察・遠征 【振り返り・今後の練習計画】

26
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３ 取組内容
⑧ 県外視察・遠征 【振り返り・今後の練習計画】

27

３ 取組内容
⑨ 目標設定②
【目標の達成度の振り返り】
男女共通目標「常に目標を持って高め合い、自ら行動
でき応援される楽しいチーム」について、A～Eの達成
度で自己評価し、その理由を話し合うことで、チーム
の成果と課題を確かめやすくする。

【目標シートの記入】
・半年後に目指す姿について、再度設定し直す。
・チームでもっと努力が必要なことを共通理解する。
・自分が設定した目標の達成度を振り返り、成果と課

題を明らかにし、今後努力したいことを認識させる。

28
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３ 取組内容
⑨ 目標設定② 【目標シートの例】

29

３ 取組内容
⑩ 講習会の実施②
【アンドロジャパン 濵川氏による講習会２回目】
・７月の講習会の内容を踏まえて実施
・半年間の成果と課題を明示してもらう
・上級者を対象にした講習会（男女各８人）

：全体指導、個別指導中心
・中級～下級者を対象にした講習会（20人程）

：全体指導、グループ指導中心

30
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31

３ 取組内容

３ 取組内容
⑪ 練習法・指導法の再考・実践
【練習法】濵川氏に教わったコツの共有・実施
Googleクラスルームの活用
講習会の復習動画をアップ（濵川氏のみ映るもの）

→ 自宅でも見て学べる
→ 参加できなかった人も学べる
→ タイトル付きにして、自分が学びたいことに

応じて学び直しができるようにする
32
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３ 取組内容
⑪ 練習法・指導法の再考・実践
【指導法】
顧問は濵川氏から学んだことを、日々の練習メニュー
に組み込んだり、部員に意識付けしたりする。
（例）
・上回転は前で打つ。下回転は引き付けて打つ。
・前傾姿勢と、足からしっかり動かす意識で練習。

かかとを少し浮かせて、地面をつかんで動く。
・「なぜミスしたか？」「何をやったらうまくいった

か？」を、常に考えて。
・条件付きゲーム練習により、「制限がある中で、

いかに考えて点を取るか」を深く考える力をつける。

33

34

３ 取組内容
⑪ ２回目の講習会後、地区大会（団体戦）優勝
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３ 取組内容
⑫ 事後アンケート（生徒）
【事後アンケートの結果】前と比較して上昇した項目

２．必要な努力をつぎ込んだならほとんどの問題を
解決することができる。…肯定的が57％→77％

３．目標を達成するために、必要な取り組み方を
設定できる。…肯定的が60％→69％

４．取り組み方を工夫する力やそのための知識を
持っている。…肯定的が50％→60％

６．たいていの課題はうまくできる。
…肯定的が60%→64％

35

３ 取組内容
⑫ 事後アンケート（生徒）
【事後アンケートの結果】前と比較して上昇した項目

８．うまくできない課題でも効果的に対処することが
できる。…肯定的が50％→60％

９．目標を達成することは私にとって簡単である。
…12％が肯定的、53％が否定的、中間が34％
だったものが、

→11％が肯定的、46％が否定的、中間が43％

10．問題に直面した時、いくつかの解決法を
いつも思いつくことができる。
…肯定的が45％→51％

36
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３ 取組内容
⑫ 事後アンケート（生徒）
【事後アンケートの結果】前と比較して下落した項目

１．自分は良い取り組み方ができる。
…肯定的が75％→74％

５．自分が立てた目標は達成できる。
…肯定的が72％→60％

７．難しくて最初はうまくできない課題も、
練習をすればできる。…肯定的が86％→80％

37

３ 取組内容
⑫ 事後アンケート（生徒）
【事後アンケートの結果】事業の良かった点（意見）
卓球マシン
・人数が少なくてもできるし、球出しが苦手な人だと

回転がかからないけどロボピンだと一定に球出しを
してくれる。

・球出しをする時間がなくなり、効率的に時間を使え
るようになった。

・強い下回転や上回転が試合で打たれたことを想定
して練習することができる。

・必要に応じて回転など変えられるため、自分にあっ
た練習ができる。

・ツッツキの練習がとても楽しくなった。ドライブ、
ブロック、フットワークがうまくなった。

38
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３ 取組内容
⑫ 事後アンケート（生徒）
【事後アンケートの結果】事業の良かった点（意見）
濱川氏の講習会
・苦手だったバックドライブが威力を出して入るよう

になった。
・自分は何が課題なのかが分かった。
・一人ひとりドライブやツッツキを見てくれて、コツ

を教えてくれてわかりやすかった。
・腰を下げるときのコツを教えてもらい、ピン球が見

えやすくなって打ちやすくなった。特にブロックが。
・３球目やサーブなど試合で基礎にあたる技術がよく

わかった。ダブルスでリベンジできた。
・プロの人から教わることで、普段よりも濃い練習が

出来た。
39

３ 取組内容
⑫ 事後アンケート（生徒）
【事後アンケートの結果】事業の良かった点（意見）
県外視察・遠征
・県外のチームとの戦いで、県内では見られない戦い

方を知り、練習につなげることができた。
・県内のチームの人達よりもサーブが違ったりしてい

て自分の中のバリエーションがとても増えた。また、
緊張感がある中での試合をすることができた。

・ドライブ、ブロックをもっとうまくなりたいとホン
キで思って、取り組むことができている。ダブルス
の大会も初めて経験してまたやりたいなと思えた。

・ダブルスで試合中いつもと違う場所でも声をかけ
合って緊張しづらかった。自分の良いところと課題
が試合の中で見つかって良かった。

40
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３ 取組内容
⑫ 事後アンケート（生徒）
【事後アンケートの結果】事業の良かった点（意見）
「目標を立てる→取り組む→振り返る」ことの効果
・練習への取り組み方が変わった。
・練習目的が明確になってより効果的に練習に取り組

むことができるようになった。
・目標のおかげでやる気が出た。
・特にチームで練習するときにそれぞれの課題に応じ
て練習ができるようになった。

・他の人からの意見を聞くことで課題を克服するため
の練習法がわかった。

41

３ 取組内容
⑫ 事後アンケート（保護者）
【事後アンケートの内容と結果】
１．卓球部の活動では、子どもが目標や課題を意識し

て活動をしていると思う。…80％が肯定的
２．卓球部の活動では、子どもの心・技・体・知を伸

ばすための効果的な活動が行われていると思う。
…80％が肯定的

３．卓球部の活動では、時間や道具・場所などを有効
に使った効率的な活動が行われていると思う。

…80％が肯定的
４．我が子は、部活動をがんばっていると感じる。

…86％が肯定的
５．我が子は、部活動に楽しく取り組んでいると感じる。

…87％が肯定的
42
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３ 取組内容
⑫ 事後アンケート（保護者）
【事後アンケートの内容と結果】
６．我が子は、部活動での充実感を感じていると思う。

…77％が肯定的
７．練習用球出しマシン（ロボピン）の２台導入は、

良かったと思いますか？…74％が肯定的
８．アンドロの濵川さんの講習会の実施は、良かった

と思いますか？…80％が肯定的
９．丸亀オープンへの県外遠征の実施は、良かったと

思いますか？…86％が肯定的
10．本事業の総合的な満足度はいかがですか？

…とても満足46％、まあ満足40%で86％が肯定的
やや不満、かなり不満の回答は全くなかった
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４ 成果と課題
〈成果〉
○生徒
・目標を立て、課題克服の意識をもって取り組めた。
・練習に取り組む意識が向上。
・課題の解決方法やコツに関する知識が向上。
・集団的な課題解決能力が向上。
○顧問
・練習メニューや練習方法に関する知識が向上。
・技術指導に関するスキルが向上。
・「限られた時間でいかに質の高い練習ができる

か？」を考えながら、意図的に計画する力が向上。

→「合理的でかつ効率的・効果的な活動実践」の
一つのあり方を示すことができた。
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４ 成果と課題
〈課題〉
○生徒
・結果の目標（個人戦ベスト32など）を達成した生徒

の割合は、30％程と少なかった。
・同学年の意見交流は多いが、先輩から後輩へのアド

バイスが少ない。
○顧問
・卓球マシンに関しては、生徒が効果を認めている割
には使う機会が多いわけではなく、効果的な使い方
が実現できていない。
⇒対策：使用機会を増やす。生徒と共に、効果的な

使用方法を考える。
・意図的に先輩・後輩のグルーピングによる練習が

実践できていない。
45

５ 提案等
①生徒の目標設定と課題解決を軸にした部活動運営
・目標を新チームの結成時に立て、

その半年後に振り返り、再設定をする。
（個人思考→集団で話し合い、目標シート活用）

・練習試合や試合で、成果と課題を書き留める。
（試合記録シートの活用）

⇒やる気の維持・向上や人間力の向上につなげる。

②練習法の改善や生徒の課題解決を意図した
外部人材の活用

・講習が単発で終わらぬよう日頃の練習に生かす。
・生かすために、顧問は事前に打ち合わせをする。
・講習内容を記録（生徒はメモ。顧問もメモや録画を。）

⇒生徒の目標や課題に沿って、効果的に活用。
46
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５ 提案等
③技術習得を目的とした短尺動画の活用
・部活動でいくつか動画を紹介し、その後実践。
・生徒に自宅でも、他の動画も含めて見るように促す。
・動画の出演者に講師として来てもらえれば、

より効果的。
・アンドロジャパンの卓球動画は「勝てる卓球」と

いうシリーズで、３分程度の動画が多数配信され、
コツが字幕で表示される。短い時間で分かりやすい。

④目的に応じた卓球マシンの活用
・回転量、ピッチ、左右が調整できるものがよい。
・様々なレベルに対応でき、カット練習にも使える。
・人数が多い場合でも効率良く使いやすい。
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６ まとめ

○生徒の目標設定と課題解決を軸にした部活動運営の
継続

○講習会内容の学び直し・意識付け・定着

○卓球マシンの効果的な活用の模索

○顧問の指導力向上

○教え合い高め合う風土づくり
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